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ポイントキャストの
イントラネット向けツール登場

ポイントキャストネットワークの日本語コ
ンテンツも徐々に充実し、ニュースを受信
するツールとしての有用性も実感できるよう
になってきた。ウェブをベースにしたポイン
トキャストのシステムはシンプルかつ確実に
新しいニュースを受信できるため、ユーザー
がウェブから情報を探し出す手間を省いて
くれる。
このシステムを社内向けにイントラネット

を使って配信すれば社内通達を全社一斉に
配信できる。うれしいことに、3月下旬より
ポイントキャスト社は無償でこのイントラネ
ット向けツールを提供する（一部2月下旬
にリリース済み）。

イントラネット放送に必要な
ツールは3つ

イントラネット向けに提供される製品は4
つで、そのうち社内放送のために使うツー
ルは3つある。まずはその概要を見てみよう。
ポイントキャストネットワークのプロキシ

ーサーバーの設定やコンテンツへのアクセス
制限、最初に開くチャンネルなどは管理者
側で一括設定しておきたい。特にプロキシ

ーサーバーの設定方法を社員1人1人に設定
してもらうのは容易なことではない。「ポイ
ントキャスト・アドミニストレータ」はそう
したクライアント管理を行うツールである。
さらに、社内向けの情報をポイントキャ

ストネットワークで配信したいという希望も
少なくない。そのためにチャンネルを構成す
るドキュメントを登録、管理するツールが
「ポイントキャスト・イントラネット放送マ
ネージャ」である。
ポイントキャストネットワークで配信され

るドキュメントはHTMLにより記述される
が、ほかにもスクリーンセーバーとして起動
するスマートスクリーンや広告表示を行うア
ニメーションのエリアもある。この部分を作
成するための「ポイントキャスト・スタジオ」
が用意されている。

さらにトラフィック管理の
ツールも用意

もう1つのイントラネット向け製品である
「ポイントキャスト・キャッシュマネージャ」
も非常に重要なツールだ。
ポイントキャストネットワークは圧縮画像

やコンテンツのカタログ化などにより、1日
の配信データ量が1Mバイト以下に抑えられ
ているという。しかし、ユーザーが増えてく

ると、その少ないトラフィックも無視できな
くなる。ポイントキャスト・キャッシュマネ
ージャはコンテンツをキャッシュし、トラフ
ィックを最適化することで回線への負荷を
最小限に抑えようというものだ。ポイントキ
ャストネットワークのトラフィックを最適化
するツールとして、イントラネットへの導入
時には不可欠のものといえそうだ。

ポイントキャスト社がイントラネットでの情報配信に焦
点をあてたツール群をリリースする。これらの製品を使
うと全社のポイントキャストクライアントの一括管理を
可能にし、社内向けに独自のチャンネルを使って情報配
信することができ、さらにネットワークの負荷も軽減で
きるという。しかもすべての製品が無償で提供され、同
社のWWWサーバーから入手できる。今回はこれらの製
品の実際の利用価値について使用感を交えて解説する。

本田雅一

データキャッシングから社内情報の配信まで

ポイントキャスト
放送ツール登場

ポイントキャストイントラネット放送ツール入手先
URL：http://www.pointcast.ne.jp/products/intranet/

ポイントキャストネットワークの画面
ダウンロード先
URL：http://www.pointcast.ne.jp/download/

イントラネットで活用できるポイントキャストネットワーク
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DNSの設定を必要とする
アドミニストレータ

すでにポイントキャストネットワーククラ
イアントを社員に配布している企業ユーザ
ーもいるだろうが、ここでは今回発表された
ツール群を利用した典型的な導入手順を考
えてみたい。
まずポイントキャスト・アドミニストレー

タの導入を行うことをすすめる。プロキシー
サーバーの設定だけではなく、フィルタリン
グなど多くの設定を社内のユーザーに対し
て行うことができる。また、社内チャンネル
を実現するうえでもポイントキャスト・アド
ミニストレータの導入は必須だ。
ポイントキャストネットワーク2.0クライ

アントは起動時にhttp://pcnadmin/pcn/
というURLを参照し、そこにある管理情報
ファイルを参照することで自身の振るまいが
変更されるようになっている。ポイントキャ
スト・アドミニストレータを導入する際には
社内のDNSの設定でWWWサーバーに
pcnadminという名前を与え、pcnというデ
ィレクトリーを作る必要がある。この結果、
社内DNSサーバーを参照するポイントキャ
ストネットワーククライアントは管理情報を
自動的にダウンロードし、管理者の設定し
たとおりの振る舞いをするようになる。
導入にはDNSの設定が必要となるので、

ネットワーク管理者のようにそれなりの知識
を持つ人が社内にいることが前提となって
いる。

ネットワークの専門知識が必要な
トラフィック管理

次に社員の利用状況を見ながら、ポイン
トキャスト・キャッシュマネージャの計画を
練る。前述したようにポイントキャストネッ
トワークのネットワーク負荷は大きなもので
はないので、ダイアルアップルーターを利用
していたり、社員数と比較してインターネ
ットへの回線が細かったりする場合などを除
けば、ポイントキャスト・キャッシュマネー
ジャは最小限の構成で構わないだろう。大
規模ユーザーの場合はネットワーク負荷を
軽減させるために、ネットワーク全体を見

ながら導入を検討しなければならない。これ
はある程度高度なネットワーク管理知識が
必要とされる作業となる。

ツールを使えばチャンネルは
すぐできる

社内放送に向けて社内チャンネルを作る
ことはそれほど難しい作業ではない。イント
ラネット放送マネージャーを使えばチャンネ
ルの構成を自由に変更できる。WWWサー

バー上のドキュメントをチャンネルの中に登
録すれば、そのドキュメントが自動配信さ
れる。もし、広告アニメーションやスマート
スクリーンを作りたいと考えるならば、ポイ
ントキャスト・スタジオで作成しておけばい
い。
このようにある程度ツール類を使うのは簡

単であるが、本格的導入にはネットワーク
の知識やウェブアプリケーションに関する知
識が必要となる。
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アドミニストレータを使う

ことでクライアントを集中

管理。社内チャンネルを放

送する上でも必要。

ネットワークトラフィック

を最適化。導入サイトに

併せて計画を練る。

社内のさまざまな情報の放

送を開始する。社内情報

をウェブに集約するシステ

ムへの移行が前提。

社内情報を放送するチャ

ンネルを試験的に作成して

みる。最初は簡単な情報

から始め、ユーザーの慣れ

を待つ必要があるだろう。
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ポイントキャストイントラネット向けツール導入の流れ

本格的運用には専門知識が必要
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アドミニストレータで
クライアントを一括管理

ポイントキャスト・アドミニストレータが
動作する条件についてはすでに述べた。こ
こではこのツールを使ってどのような設定が
できるかを具体的に説明しよう。
まずクライアントがコンテンツの更新確認

を行う頻度を指定できる。指定は分単位、
時間単位、日単位で行うことが可能で、こ
れによりある程度ポイントキャストネットワ
ークの消費するネットワーク帯域を制限で
きるだろう。プロキシーサーバーの設定は、
HTTPとSOCKSのプロキシーサーバーを
別々に指定でき、HTTPに関しては直接接

続するホスト名の指定もできる（右図）。ま
た、ポイントキャスト・アドミニストレータ
で指定した設定をクライアントが読み直す
頻度も、時間単位で設定できる。
フィルタリング機能ではチャンネルと広告

アニメーションの両方をそれぞれ5つまで配
信しないように設定できる。ポイントキャス
トのビジネスモデルはニュース配信サービス
における広告収入によって成り立っている
ため、チャンネル、広告アニメーション共に
5つまでしかフィルタリングできないようだ。
また、標準チャンネル以外のチャンネル

をユーザーに対して見せることもできる。も
ちろん、その中には社内チャンネルもあるだ
ろう。社内向けに作成したチャンネルは、

ポイントキャスト・アドミニストレータでユ
ーザーへの公開を設定することで初めて放
送される。

ポイントキャストのツール類は一貫したユーザーインタ
ーフェイスで操作できる。上図はポイントキャスト・ア
ドミニストレータの画面。
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放送マネージャがあれば
チャンネル作りは意外と簡単

チャンネルの作成を行うポイントキャス
ト・イントラネット放送マネージャも誰にで
も手軽に扱えるように設計されている。ま
ず作成するチャンネルの名前を付け、チャ
ンネルで使われる広告アニメーションやスマ
ートスクリーンを登録する。チャンネル内は
階層化されていてチャンネルの下にカテゴリ
ーがあり、カテゴリーの下にグループがある。
ユーザーにわかりやすいようにカテゴリーや
グループを作る。
そして、グループに対して割り当てるコン

テンツ（記事）を登録する。記事のタイト
ルと記事が収められているURLを記述し、
各種オプション（チャンネルビューアーに表
示させるか、スマートスクリーン内に表示さ
せるかなど）を指定するだけだ。
グループの設定では登録しているコンテン

ツを更新する頻度の指定ができる。つまり、
更新頻度の高いものや低いものをチャンネ
ル作成時に決めておくことができる。
このように操作そのものは非常に簡単な

のだが、記事を1つ1つ登録する必要があり、
記事数が増えてくるとそれを管理するのは
容易ではない。多くのコンテンツを最新に
保つためには、別途自社コンテンツを自動

生成するようなシステムを開発する必要が
ありそうだ。

チャンネルの作成はチャンネル、カテゴリー、グループ
を作り、グループにコンテンツを割り当てる。配信した
いコンテンツは手動で登録しなければならないので、頻
繁に更新したい場合は工夫が必要。

マルチメディアオーサリング感覚
のアニメーションコンテンツ作り

広告アニメーションやスマートスクリーン
は、マルチメディアオーサリングツールに似
たポイントキャスト・スタジオというツール
で作成することができる。スタジオには広告
アニメーション、スマートスクリーン双方の
テンプレートが豊富に用意されているため、
ほとんどの場合はこれらをカスタマイズする
だけで見栄えのするアニメーションを作成で
きる。

アクターと呼ばれるオブジェクト（文字や
グラフィックなど）を登録し、タイムテーブ
ル上でアクターの振る舞いを指定してアニメ
ーションを作成する。たとえば、左上から
タイトルグラフィックが現れ、4秒後に右下
でストップするという広告アニメーションを
作る場合、タイトルグラフィックのアクター
を表示させるアニメーションの左上に置き、
タイムテーブル上で4秒後に右下に置くよう
に指示すればいい。実際に使ってみればす
ぐにマスターできるはずだ。
作成したアニメーションはGIFファイルと

XMLベースのタグファイルで記録され、チ
ャンネルに登録することで利用できる。

複雑な操作を必要としないので、比較的簡単に広告ア
ニメーションやスマートスクリーンを作れる。

ツール類を使いこなすのは難しくない
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ネットワークトラフィックの
軽減だけでも使う価値はある

ここまでポイントキャストのイントラネッ
ト放送ツールの概要について説明してきた
が、ここでは実際の活用例について述べて
みたい。
前述のようにポイントキャストネットワー

クの1日のコンテンツ配信データ量は1Mバ
イト以下であるが、社員数が多ければ少な
いトラフィックも無視できなくなる。ユーザ
ーが100人いれば1日のデータ転送量は
100Mバイトにもなる。
ポイントキャスト・キャッシュマネージャ

の導入はこの問題を一気に解決してくれる。
ポイントキャストネットワークのコンテンツ
は各ユーザーごとに配信されるが、これらが
社内のキャッシュサーバーに一度でも蓄積
されるとほかの全ユーザーはキャッシュサー
バーからコンテンツを受け取れるのだ。しか
も無償で提供されているツールであれば使わ
ない手はない。
このようにイントラネット向けに独自チャ

ンネルを放送しなくてもポイントキャストの
イントラネット向けツールを使うメリットは
ある。

アクセスされない
イントラネットウェブの解決策

イントラネットでウェブを使って社内情報

を提供している企業も多いだろう。社内ウ
ェブが活用されれば情報も活性化し、アク
セス数は増加していくに違いない。しかし、
ウェブはあくまでもユーザーが見に行かなけ
ればならないのでユーザーが習慣化しなけれ
ばアクセス頻度も下がっていく。この解決
策としてポイントキャストネットワークを使
って情報の配信を行う。
たとえば、全社にポイントキャストネット

ワークを導入すれば、「○月○日は健康診
断の日です」、「毎月△日は精算締め切りの
日です。精算書提出はお早めに」など、ち
ょっとしたことでも確実に放送できる。
しかもポイントキャストネットワークのシ

ステムはHTMLドキュメントを配信するた
め、今までかかっていた作業に多少の手間
をかけるだけでできてしまう。またスマート
スクリーンやティッカーといったポイントキ
ャスト独自のコンテンツを作ればさらなる効
果も期待できる。

大企業での情報共有にも有効

さらに大企業になれば、各部門間での情
報共有が薄くなる。総務や人事といった全
社的に情報を配信する必要がある部署だけ
でなく各部門でチャンネルを作成すれば、社
内動向を把握するのにこれほどいいツールは
ない。
クライアント管理のポイントキャスト・ア

ドミニストレータとチャンネル作成に使うツ

ール類は同じ人が操作する必要はないので、
ある部門で独自に作成したチャンネルコン
テンツを部門が管理するウェブサーバーに置
いておけば、ネットワーク管理者の手をわず
らわすことなく情報を配信できる。
イントラネット放送ツールもポイントキャ

ストネットワーククライアントもすべて無料
で配布されているのだから、これに無料のウ
ェブサーバーを利用すれば完全にフリーなソ
フトウェアだけでプッシュ型の情報配信を社
内で実現できる。
小さな事業所ならまだしも、大企業とも

なれば簡単な内容の情報でもそれをくまな
く広報するには、かなりのコストがかかるだ
ろう。それが無料でできるだけでも導入する
価値はある。

ウェブによる情報提供を促進する

イントラネットによる情報共有は情報を
ウェブに集約することだと考える。ウェブを
中心として情報にアクセスする手段が完成
されたならば、それをWWWブラウザーを使
いこなしていないユーザーにも簡単に参照で
きるようにすることが大切だ。ポイントキャ
ストのイントラネット放送ツールを使えば、
できあがったウェブコンテンツをすぐにでも
配信できる。ウェブによる情報提供を促進
するための強力なツールといえるだろう。
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さまざまな可能性があるイントラネット向けツール

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



 

Copyright © 1994-2007 Impress R&D, an Impress Group company. All rights reserved. 

［インターネットマガジン バックナンバーアーカイブ］ ご利用上の注意 

 

この PDF ファイルは、株式会社インプレス R&D（株式会社インプレスから分割）が 1994 年～2006 年まで

発行した月刊誌『インターネットマガジン』の誌面を PDF 化し、「インターネットマガジン バックナンバー

アーカイブ」として以下のウェブサイト「All-in-One INTERNET magazine 2.0」で公開しているものです。 

 

http://i.impressRD.jp/bn 

 

このファイルをご利用いただくにあたり、下記の注意事項を必ずお読みください。 

 

 記載されている内容（技術解説、URL、団体・企業名、商品名、価格、プレゼント募集、アンケートなど）は発行当

時のものです。 

 収録されている内容は著作権法上の保護を受けています。著作権はそれぞれの記事の著作者（執筆者、写真

の撮影者、イラストの作成者、編集部など）が保持しています。 

 著作者から許諾が得られなかった著作物は収録されていない場合があります。 

 このファイルやその内容を改変したり、商用を目的として再利用することはできません。あくまで個人や企業の

非商用利用での閲覧、複製、送信に限られます。 

 収録されている内容を何らかの媒体に引用としてご利用する際は、出典として媒体名および月号、該当ページ

番号、発行元（株式会社インプレス R&D）、コピーライトなどの情報をご明記ください。 

 オリジナルの雑誌の発行時点では、株式会社インプレス R&D（当時は株式会社インプレス）と著作権者は内容

が正確なものであるように最大限に努めましたが、すべての情報が完全に正確であることは保証できません。こ

のファイルの内容に起因する直接的および間接的な損害に対して、一切の責任を負いません。お客様個人の

責任においてご利用ください。 

 

 

 

 このファイルに関するお問い合わせ先 

 

All-in-One INTERNET magazine 編集部 

im-info@impress.co.jp 


